





















座談会の感想   信森あづさ 
座談会の冒頭で，「ざっくばらんに，疑問に思っていることや気になることを率
直に，執筆者に語ることが目的です」と言われ，文字通り，言いたい放題，聞きた
い放題に，さまざまな話をさせていただいた。そのことを通して私が「総合活動型
日本語教育」について考えたことをまとめる。 
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1．「方法」ではなく「考え方」 
まず，「総合活動型日本語教育」（以下，「総合活動型」とする。）とは，「活動の
方法」というより，「考え方，目指す方向性，思想」であるということを新たに知
った。「総合活動『型』」という名前なので，何か一定の「型」，モデルやパターン
のようなものであるという印象があった。しかし，座談会の中で「型があってそれ
に合う学習者がいるというものではなく，学習者とその現場に合わせていろいろ形
を変えてできるものであり，固定されたものではない」ということが何度も説明さ
れていた。では，「総合活動型」における「考え方」の中心になるものは何かとい
う問に対する答は，「学生が考えることを中心において，そこに言葉をのせていく，
かぶせていくこと」ということであった。 
 
2．到達目標 
「学生が考えることを中心におく」ことから，「総合活動型」のクラスで設定さ
れる「到達目標」は一律ではなく，「学生が個々に設定し，自分の中に持っている
もの」と考える。このように，学習者それぞれが自分の目標を設定するタイプのク
ラスとしては，「漢字」のように，背景やレベルの差が大きく，学習スピードにも
差があり，到達目標もばらばらな場合に，個人作業を基本として，教師と学習者が
「コントラクト（契約書）」を結んで個々の目標を設定するというタイプのものが
多かった。しかし，「総合活動型」のように，クラス内で議論を中心行う場合にも，
それぞれが異なる目標を持つと考えるということから，「目標」について改めて考
える必要を感じた。 
 
3．教師の役割 
「総合活動型」のクラスにおける教師の役割は，「学生が目標としているものに，
学生が満足いくところまで一緒に付き合う」ということであった。どのように付き
合うのかを，座談会でもっと聞けばよかったと今は思うが，一例として挙げられて
いたのは，「議論が意味のある形になるように，『ああでもない，こうでもない，終
わり。』とならないように調整を考える」というものであった。「埒の明かない議論
にさせないように，意味のある議論になるように」というのは，討論番組の司会者
のような役割をイメージするが，これはセンスや技術を要する難しい役割であるよ
うに思う。 
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4．教科書 
「総合活動型」の授業の代名詞のように言われることの一つに「教科書を使わな
い授業」というのがある。この点に関して座談会の中では，「教科書を使う授業と
総合活動型の授業を対照的に考えるのではなく，総合活動型の授業の中でも，教科
書やそれに類する物を使うこともある。」という説明があった。教科書があるクラ
スでも総合活動型的な考え方で授業ができるというのは，「学生が表現したいこと
のためにテキストがあり，テキストにあるものはどんどん使おう」という考え方で
あり，要は「何をどういう風に使うか，どういう目的で使うか」というところに「学
生が考えることを中心におく」という「総合活動型」の考え方が反映されるもので
あるということだった。確かに，教科書を使って授業をする場合，「（教科書にある
から）この表現を使ってみましょう」としてしまうが，よく言われる「教科書を教
えるのではなく，教科書で教えなさい」という言葉を改めて思い出した。 
 
5．誤用訂正 
誤用訂正も，「教科書」と同様，「総合活動型」の特徴としてよく挙げられる項目
であり，私の周りにいる人には「総合活動型」=「誤用訂正をしない」と考えてい
る人が多いように感じる。しかし，座談会で「考えていることを相手に分かりやす
く言うために，絶対直さなければいけないというのも，絶対直してはいけないとい
うのも違う。」というふうに考えているとのことだった。過去の実践例から，「もっ
と誤用訂正をしてほしかった」という声も複数あったようなので，そういう学習者
に対する対応と，誤用訂正を特に希望しない学生に対する対応を変えることが許さ
れるのも，学生が考えることを中心におき，個々人が自分の目標のもとに学習を進
める「総合活動型」の授業では可能なのではないかと感じた。 
 
6．おわりに 
座談会を通して，「総合活動型日本語教育」というのは特定のテクニックやメソ
ッドを指すものではなく，「こういう風にやるのが総合活動型のやり方」というも
のではないということが分かった。決まった方法がないため，どうすればいいのか
迷う，という反面，「この学習者には向かない」という制約もない。したがって，
どのような現場でも活かすことができるものであり，私の授業でも「学生が考える
ことを中心において，そこに言葉をのせていく」ということを考えていきたいと思
う。 
